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Course of the High School  
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金澤 昭良＊  大端 開＊＊ 
Akira Kanazawa Haruki Obata 
概要 
2006 年 2 月に，中央教育審議会「初等中等教育分科会 教育課程部会」は，「言葉や体験などの学習の重
視」，「確かな学力の育成」，「社会の変化への対応」等を通して， 人間力の向上を図る教育内容の改善を
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4.1 4.2 4.3 
主体 
性 
・ 
自立 
性 
○自己理解
○意志決定
○規範意識
○将来設計
○自己責任
○規範意識
○将来設計
○自己理解
○意志決定
○規範意識
○将来設計
○自己責任
自己 
と 
他者 
の 
関係 
○協調性・責
任感
○自己開示
○人間関係形成
○感性・表現
○人間関係形成
○感性・表現
○協調性・責
任感
○自己開示
○人間関係形成
○感性・表現
個人 
と 
社会 
の 
関係 
○責任・権利
・勤労
○言語・情報
活用
○社会・文化
・自然理解
○知識・技術
理解
○公共性
○言語・情報
活用
○社会・文化
・自然理解
○公共性
○責任・権利
・勤労
○言語・情報
活用
○社会・文化
・自然理解
○知識・技術
理解
○公共性
5. まとめ
「人間力戦略研究会報告書（2003 年）」では,
「人間力」を生徒たちに育成するためには，学習
の基盤を培うことはもちろん，実生活を視野に入
れて，学習の目標を持たせることが重要であると
指摘している(3)． 
その際，言葉や体験を重視することが大切であ
る．さらに，生きること，働くことの尊さを実感
する機会を持たせたい．社会の第一線で活躍する
人々の技や生き方に触れたり，自分なりの目標に
挑戦したりする体験を重ねることは，生徒の成長
にとって貴重な経験となる． 
「1．はじめに」でもふれたが，「教育内容や授
業内容が画一的」等の高等学校普通科の課題を解
決するためには，今まで以上に生徒の知的好奇心
を刺激し学ぶ意欲を高めたり，知識・技能を体験
的に理解させたり，自ら学び自ら考える力を高め
る授業作りを積極的に推進する必要がある． 
また，各教科等それぞれで身に付けられた知識
や技能などが相互に関連付けられ，総合的に働く
ようにすることも大切である．急速に変化する社
会の中で，物事を多面的・多角的に吟味し見定め
ていく力や，問題を見いだし解決に向けて思考す
るために必要な知識やスキル等を，生徒に育成す
ることが，教育課程や教育内容の改善を通して普
通科に求められているのである． 
知的好奇心や夢を大切にしながら，学校生活や
家庭生活・社会生活全体を通じて，子どもが実体
験を重ね達成感を得ていく中で，人生や生活を前
向きにとらえる姿勢や目標の実現に向けて努力を
重ねる態度を身に付けさせたい． 
よい授業のためには，生徒との信頼関係づくり
が重要である．良い授業をしても生徒との距離感
が遠ければ，その授業の伝わり方は半減する．逆
に生徒と信頼関係が出来ていれば，多少失敗して
も生徒たちがその失敗を補ってくれる．また，生
徒と先生との距離が近づきすぎると授業が成り立
たないことがある．適切な楽しい授業をお互いが
出来る距離感を構築することが必要である．よい
授業とは，そのクラスの生徒全員がそこにいる存
在意義があって成り立つものだと考える．生徒全
員が活動できるような授業づくりを大切にした
い．まずは，教師が楽しみながら授業をすること
が大切ではないだろうか． 
本稿では，高等学校普通科の公民科の授業を中
心に「人間力」の育成の在り方について述べてき
たが，各学校では，異校種間の接続を図るととも
に，教育課程の編成・実施に当たっては各教科等
の特質を生かしつつ，教科等横断的な視点を踏ま
え，「人間力」の育成を踏まえた学習をこれまで
以上に重視することが大切である． 
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